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１．はじめに
　小学校音楽科授業や，幼稚園における音楽活動のな
かで中心となるのは歌唱活動である。音楽科教育にお
いて，子どもの歌唱能力を育てることは，主要な目的
の１つである。本研究者たちは，子どもの歌唱の実態
と歌唱能力の発達の様相を明らかにするべく，これま
でにさまざまな研究を行ってきた1）。子どもの歌唱能
力に関する先行研究には，個別に１人ひとりの歌声を
調査するものが多い。しかし，特定の環境設定のなか
で１人で歌唱することは，幼児や児童に緊張感を与え，
通常の歌唱の実態とは異なる結果が生じる可能性があ
る。そこで本研究者たちは，子どもの歌唱の実態を明
らかにするために，集団での斉唱時における子どもの
歌唱に着目した。
　斉唱時の子どもの歌声を調査した数少ない研究の１
つに，水﨑（2008）2）がある。水﨑の研究は，幼稚園
児を対象として，斉唱時の個々の子どもの歌声に着目
したものである。水﨑の研究は，幼児を対象としたも
のであり，条件の違いによる子どもの歌唱能力の違い
については明らかにしていない。本研究者たちは，昨
年度，斉唱時における子どもの歌唱実態に着目して，
小学校１年生を対象として実験を行った。その結果，
一斉歌唱時の伴奏等の条件によって，音高の正確さや
どなり声の得点に差が見られることがわかった3）。
　そこで本研究では，調査の対象を小学校１年生から
６年生までに拡大し，学年をおって，児童の歌唱能力
はどのように変化するのかを明らかにすることを目的
とする。

（三村　真弓）

２．調査の目的と方法及び評価方法
　調査の概要は以下である。
　調査日時：平成21年12月22日
　　　　　　平成22年１月７日，１月８日
　調査対象：Ａ小学校１年生37名，２年生39名，
　　　　　　３年生38名，４年生38名，５年生37名，
　　　　　　６年生37名（計226名）
　調査目的は，伴奏の有無や，イヤホンで自分の声を
聴きながら歌うか否かなど，伴奏やフィードバックの
条件を変えて斉唱することによって，子どもの歌唱が
どのように変化するかを明らかにすることである。
　調査方法は以下である。調査者が，ICレコーダー

（OLYMPUS�Voice�Trek�V-41）にマイクロフォン
（SONY�ECM-C10）とイヤホンを取り付け，ICレコー
ダーをすべての児童のポケットに入れた。イヤホンは
児童のポケットに入れておき，必要に応じて耳に装着
させる。最初の段階では，まだイヤホンは耳に装着し
ていない。マイクロフォンはすべての児童の襟元に付
けた。調査に用いた歌唱教材は「きらきら星」の最初
の４小節であり，Cdurで提示した。ピアノ伴奏時には，
左手の和音伴奏に加えて右手で旋律を弾いた。またピ
アノ伴奏で歌う場合には，曲の終わり２小節を前奏と
して弾いた。伴奏無しで歌う場合には，最初のＣ４の
音を提示した。
　伴奏条件とフィードバック条件の提示順は以下であ
る。
①伴奏に合わせて歌う（練習）
②伴奏に合わせてイヤホン無しで歌う（以下，伴奏有・

イヤホン無）
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表１　各条件におけるどなり声の評価基準

どなり声の程度 評価

まったくどなり声でない ５

少し強く歌っている ４

ややどなり声で歌っている ３

かなりどなり声で歌っている ２

すべてどなり声で歌っている １

表２　各音高の正確さの評価基準
各音高の正確さ 評価

ほぼ一致している ５

１／２半音以内で一致している ４

半音程度はずれている ３

全音程度はずれている ２

まったくはずれている １

（三村　真弓，大橋　美代子）

③伴奏無しでイヤホン無しで歌う（以下，伴奏無・イ
ヤホン無）

④「もっと大きく元気に歌って」と教師が教示した後
に伴奏に合わせてイヤホン無しで歌う（以下，伴奏
有「大きく元気に」・イヤホン無）

ここで，イヤホンを児童の耳に装着する。
⑤伴奏に合わせてイヤホン有りで歌う（以下，伴奏有・

イヤホン有）
⑥伴奏無しでイヤホン有りで歌う（以下，伴奏無・イ

ヤホン有）
⑦「もっと大きく元気に歌って」と教師が教示した後

に伴奏に合わせてイヤホン有りで歌う（以下，伴奏
有「大きく元気に」・イヤホン有）

　こうして，全員で斉唱している際のすべての児童の
歌声を１人ずつ録音した。なお「きらきら星」は，１
年生の既習教材であり，全学年の児童が覚えて歌えた。
　録音した児童の歌声は，音楽科教員養成課程に在籍
する大学生５名と大学院生１名の計６名が，５段階で
評価した。評価の項目は，各条件時におけるどなり声
の程度，及び各音高の正確さである。どなり声の評価
基準を表１，各音高の正確さの評価基準を表２に示す。

３．分析結果と考察
（１）どなり声の分析結果　
　伴奏等の各条件におけるどなり声の得点を学年別に
示したものが，図１である。なお，得点が高いほど，ど
なり声で歌っていないことを示している。
　どの学年においても最も得点が低い条件は，伴奏有

「大きく元気に」・イヤホン無である。ややどなり声で

歌っていることがわかる。次に得点が低い条件は，伴奏
有「大きく元気に」・イヤホン有である。教師が「もっ
と大きく元気に」と教示することによって，どなり声に
なりやすいことがわかる。両条件のうち，イヤホンで自
分の声を聴きながら歌う方が，どなり声になりにくい。
また，学年別の特徴を見ると，第３学年までは，条件に
よって得点の開きがある。しかし，高学年になると，差

図１　学年別の各条件におけるどなり声の得点
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ヤホン無は，参考にする基準音もなく，自分の声も聞こ
えにくいことから，得点が伸びなかったと考えられる。

　図４は，条件別の音高の正確さの第３学年の得点で
ある。第３学年においては，伴奏有「大きく元気に」・
イヤホン無で特に得点が低くなっている。伴奏有「大き
く元気に」・イヤホン有でも得点が低いのは，図１のど
なり声の得点の低さと関連している。しかし，その他は
ほぼ４点以上の得点を示しており，第２学年よりも，音
高の正確さが増している。また伴奏条件別に得点を比
較すると，すべてイヤホン有＞イヤホン無となっている。

が少なくなり，第６学年では，どの条件においてもどな
り声にはなっていない。つまり，教師が「もっと大きく
元気に」と言葉かけしても，どなり声にはならないので
ある。このことは，音楽学習の成果ともいえよう。

（２）条件別の音高の正確さの比較
　図２は，条件別の音高の正確さの第１学年の得点で
ある。各歌唱には14の音が含まれているが，それらを
平均値化して示している。
　最も得点が高い条件は，伴奏有・イヤホン無であり，
最も得点が低い条件は，伴奏有「大きく元気に」・イ
ヤホン無である。後者の得点が低いのは，ややどなり
声になったために音高が不正確になったからである。
イヤホンの有・無別に，伴奏条件ごとの得点を比較す
ると，伴奏有以外は，イヤホン有＞イヤホン無となっ
ており，イヤホンで自分の声を聴きながら歌う方が，
音高が正確であることがわかる。伴奏有・イヤホン無
の得点が高かったのは，基準音がピアノではっきり聞
こえたからであると考えられる。
　第１学年では，条件によって得点にはっきりとした
差が出ているが，４点以上の得点を獲得する条件はな
い。このことから，第１学年では，どの条件において
も音高を正確に歌えていないことがわかる。

　図３は，条件別の音高の正確さの第２学年の得点で
ある。第２学年においても，最も得点の低い条件は，伴
奏有「大きく元気に」・イヤホン無である。しかし，伴
奏有「大きく元気に」・イヤホン有は，４.14と得点を伸
ばしている。これは図１でわかるように，どなり声で歌っ
ていないために音高が正確になったと考えられる。また
伴奏条件別に得点を比較すると，すべてイヤホン有＞イ
ヤホン無となっている。第２学年では，伴奏無・イヤホ
ン無と伴奏有「大きく元気に」・イヤホン無のほかは，
いずれも４点台の得点をあげており，第１学年に比べる
と音高の正確さが増していることがわかる。伴奏無・イ

図２　条件別の音高の正確さ（第１学年）

図３　条件別の音高の正確さ（第２学年）

図４　条件別の音高の正確さ（第３学年）

図５　条件別の音高の正確さ（第４学年）
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点が低くなっている。男子児童のうちにはすでに変声
期に入っている者もいた。このことが得点低下の原因
であろう。伴奏条件別に得点を比較すると，すべてイ
ヤホン有＞イヤホン無となっている。

　図８は，条件別の音高の正確さが，各学年をおって
どのように変化していくかを表したものである。第３
学年で「大きく元気に」の条件において得点が極端に
低くなっている以外は，第１学年から第５学年にかけ
て，順調に得点を伸ばしている。総じて，第１学年か
ら第２学年への得点の伸びが大きい。伴奏有と伴奏無
を比較した結果，イヤホン無条件では，第１学年から
第３学年では伴奏有＞伴奏無，第４学年から第６学年
では伴奏無＞伴奏有となった。一方，イヤホン有条件
では，第２学年でのみ伴奏有＞伴奏無となったが，そ
れ以外の学年ではすべて伴奏無＞伴奏有となった。

　図５は，条件別の音高の正確さの第４学年の得点で
ある。条件が変わっても，音高の正確さにはほとんど差
はない。どの条件でも４.20以上の得点をあげており，
音高が正確に歌えている。また伴奏条件別に得点を比
較すると，すべてイヤホン有＞イヤホン無となっている。
　図６は，条件別の音高の正確さの第５学年の得点で
ある。これまでの学年では，比較的得点が低かった伴
奏無・イヤホン無の得点が，すべての条件のなかで最
も高くなっている。このことは，基準音や自分の声が
イヤホンで聞こえなくても，音高が正確に歌えている
ことを示している。また，「もっと大きく元気に」と
いう教師の教示の影響はまったく見られない。

　図７は，条件別の音高の正確さの第６学年の得点で
ある。すべての条件で４点以上の得点があるものの，
４年生や５年生と比べると若干ではあるが，総じて得

図８　条件別の音高の正確さの推移

図６　条件別の音高の正確さ（第５学年）

図７　条件別の音高の正確さ（第６学年）
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得されつつあることがわかる。（３）各音別に見た音高の正確さ
　図９−図14は，各音別に見た音高の正確さを学年ご
とに表したものである。各条件のうち，伴奏有「大き
く元気に」・イヤホン無と伴奏有「大きく元気に」・イ
ヤホン無の得点を除いたものを平均した数値である。
これらの条件の得点を削除したのは，学年によっては，
いわゆる「元気のいい」クラスがあり，ややどなり声
になって，音高の正確さに影響を及ぼしたからである。

　図９に見られるように，第１学年では，第３音のソ
の得点が最も低くなっている。その要因としては，５
度の跳躍音程が正確に歌いにくいことが考えられる。
すべての音高が３点台であり，各音とも，正確な音高
で歌えてはいない。前半２小節（ドドソソララソ）よ
りも，後半２小節（ファファミミレレド）の音高の方
が得点が高い。
　

　図10に見られるように，第２学年でも，第３音のソ
の得点が最も低くなっている。第１学年と同じく，前
半２小節の音高よりも，後半２小節の音高の方が得点
が高く，前半部分は３点台だが，後半部分はすべて４
点台となっている。
　図11に見られるように，第３学年では，第３音のソ
を除いたすべての音で，４点以上の得点をあげてい
る。各音間の得点差も小さくなっている。音高感が獲

図９　各音別に見た音高の正確さ（第１学年）

図10　各音別に見た音高の正確さ（第２学年）

図11　各音別に見た音高の正確さ（第３学年）

図12　各音別に見た音高の正確さ（第４学年）

図13　各音別に見た音高の正確さ（第５学年）

図14　各音別に見た音高の正確さ（第６学年）
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い分だけ自分の声をよりクリアに聴くことになるの
で，正確な音高で歌うことをよりいっそう可能にする
といえよう。一方，低学年においては，イヤホン等で
自分の声をモニターしない限りは，自分の声を手がか
りとすることは難しい。片耳をかるくふさいで自分の
声を聴かせ，アカペラで歌うことによって，伴奏があ
る場合よりも正確な音高で歌うことができるようにな
ると考えられる。
　第３に，「もっと大きく元気に歌って」という教師
の教示は，低学年ではどなり声の歌唱につながり，正
確な音高で歌うことの妨げになるということである。

「もっと大きく元気に歌って」は，幼稚園や小学校で
の歌唱指導で頻繁に聞かれる教師の言葉かけである。
この言葉を安易に使うことは危険であるということ
を，教師は自覚するべきであろう。今回調査を行った
小学校においては，高学年ではこの言葉かけにも関わ
らず，発声の仕方や正確な音高には変化はなかった。
このことは，日頃の音楽学習で正しい歌い方を教えれ
ば，その効果が学年を上がるにつれて定着していくこ
とを示している。　　　　　　　　　　（三村　真弓）
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　第４学年（図12），第５学年（図13）ともに，すべて
の音高で得点が４. ２以上となっている。しかし第６学
年（図14）では，第１音のド，第３音のソが，再び３
点台の得点となっている。変声の影響と考えられる。

　図15は，全学年の平均である。第３音のソの音のみ
が３点台となっている。このことから，５度跳躍進行
のソの音高を正しく歌うことはやはり難しいことがわ
かる。
　当初，第１音・第２音のド，最後の第14音のドの得
点が最も高いことを予測していたが，結果的には，第
９音のファが最も得点が高く，その後の第10−13音の
得点も比較的高かった。14音のうち，上位７位までは，
後半２小節の構成音であり，すべて４. １以上の得点
がある。このことは，ファミレドという下行形の順次
進行が歌いやすいことを示している。

（三村　真弓，吉富　功修）

４．おわりに
　本研究では，一斉歌唱時の子どもの歌唱能力の実態
と発達の様相に着目した結果，以下のことが明らかと
なった。
　第１に，イヤホンで自分の声を聴きながら歌唱する
方が，正確な音高で歌えるということである。歌唱指
導の際に，片耳をかるくふさいで自分の声を聴かせる
のは正確な音高を保つには効果的であろう。
　第２に，イヤホン無において，低学年では伴奏があっ
た方が正確な音高で歌えるが，高学年では伴奏がない
方が正確な音高で歌えるということである。一方，イ
ヤホン有においては，総じて伴奏がない方が正確な音
高で歌えることがわかった。つまり，児童が一斉歌唱
を行う場合，正確な音高で歌うための手がかりとなる
基準音は，ピアノ伴奏の音であると同時に，自分の声
でもあるということである。高学年になるほど，自身
の音高感が確立していき，アカペラでも正確に歌える
ようになる。むしろ，アカペラの方がピアノの音がな

図15　各音別に見た音高の正確さ（全学年平均）




